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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事業所や車両の二酸化炭素削減に努めます。

３ ．自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ . 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

制定日： 2022年11月1日

髙橋　靜美

事業所から排出される、あらゆる廃棄物を適正処理し、自然環境保護に貢献しております。
特に当処理工場においては、廃棄物の再資源化システムを導入し、100％のリサイクルを
目指しています。

代表取締役社長

　有限会社マツケンの本業である産業廃棄物収集運搬・中間処理を通じて、地球温暖化問
題への取り組みや地域の環境課題の解決に向けた活動に自主的・積極的に取り組みます。
　安全で安心していただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供する
ことが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組ん
でまいります。また、国が進めるカーボンニュートラル、SDGSへの取組も進めて参りま
す。

環境経営方針

代表者のエコアクション

への取組の推進や事業を発展させたいな
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（１） 名称及び代表者名
有限会社　マツケン
代表取締役社長　　髙橋　靜美

（２） 所在地

積替保管施設 大阪府茨木市宮島３丁目1673番１、1674番１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 原添　直美 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊072-653-1010
担当者 平野　和夫 FAX：072-654-2223

（４） 事業内容
産業廃棄物の収集運搬及び木材リサイクル、中間処理業

（５） 事業の規模
法人設立 1993年12月 9日
資本金 万円
売上高 千円 (2021年11月１日～2022年10月31日）

名 名
㎡ ㎡

t
t うち再資源化量 t

ｔ

脱着装置付コンテナ専用車 台
キャブオーバー 台
バックホウ　ZX120-7 1 台
バックホウ　ZX120-6 1 台
バックホウ　ZX70-3 1 台

1 台
ホイルローダー　ZW100-6 1 台
ホイルローダー　ZW100-630 1 台
ショベルローダー　SD23-6 1 台

台
フォークリフト　52-8FD30 台

合計 台
主要設備

台数 備考
基
基
基

積み替え保管施設

㎡ ㎥
㎡ ｍ
㎡ ｍ

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社　マツケン
対象事業所： 本社

木材リサイクル工場
積替保管施設

対象外：
活動： 産業廃棄物の収集運搬及び木材リサイクル、中間処理業

64 66.2

バックホウ　ZX75-US-5B

名称
1 240t/日
1 44㎥/日
1 4t/日

名称 保管面積 保管上限 備考

破砕機　HMP-1600
二軸剪断式破砕機SS1-1575E

破砕機　PK1006

本社・木材リサイクル工場 大阪府茨木市宮島２丁目８番４７号

本社・木材リサイクル工場
13

1,178.23

収集運搬量 1,385

積替え・保管

1

延べ床面積　　　 406.7

300
217,212

積替保管施設
従業員　　　　　 無人

受託した産業廃棄物の処理量（取組期間）

14

車種 台数 備　　考
4
1

1ショベルローダー　SD23-5

中間処理量 7,344
最終処分量 0

組 織 の 概 要

7,230
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作成日：
代表者

環境管理 責任者

環境事務局

環境経営組織及び役割・責任・権限
2022年11月1日

事務部 営業部 収集運搬部

門

中間処理部

門

環境に関する内部監査の実施

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

空きスペースは有効に活用する

（事業紹介、従業員の紹介、取組の紹介など）

統括責任

必要な経営資源を準備

経営における課題とチャンスの明

確化
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□許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　産業廃棄物処分許可の内容
許可区域

大阪府

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

大阪府 2710046547 令和2年9月21日 令和7年9月20日

京都府 2600046547 平成31年2月1日

奈良県 2900046547 令和3年1月17日

兵庫県 2803046547 令和3年9月19日

許可番号

許可年月日 許可有効年月日

事業の範囲 廃棄物の種類

2720046547

中間処理

令和4年3月12日 令和9年3月11日 破砕

令和8年9月18日

令和8年1月16日

令和6年1月21日
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□廃棄物処理フロー

単位
kg-CO2

受託収集運搬量 トン

受託中間処理量 トン

受託最終処分量 トン

トン
トン
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
※2022年度のデータは期初から期の途中まで

水使用量

216,739 99,032

項　目 2020年 2021年 2022年

0.351

3,120

0 17,666

0 0

　一般廃棄物排出量 0 1.20

　産業廃棄物排出量 0 0

廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量

1,660

0

0.351 0.351

0

関西電力 関西電力 関西電力

主な環境負荷の実績

0 1,385

7,344

0

0.45

1,140
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✕

原単位評価 〇

✕

×

〇

〇

〇

数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

処理量の増加が処理機の稼働時間を増加させている。
稼働以外の時間は、細目に停止するように注意してい
く。

18,777

・不要照明の消灯

18,904 17,49419,234

12月11月

16,764 13,772 18,318

1月

課題を活かす取組

・生産工程の待機時間短縮 △

取組結果とその評価、次年度の取組内容

13,845

0.315
自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 145,428

△

原単位目標

・ノー残業デーの実施

20,195 16,787
0

行動目標（次項による）

16,430

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 87,275

一般廃棄物の削減
kg 1,200

受託廃棄物のリサイク
ル率の向上

58,561

%

kg-CO2/千円 0.318

18,51817,420 14,298

水使用量削減 ㎥ 3,120 2,964

17,641 0

95% 98%

92%

2024年

（目標）

15,484

1,300 1,235

○

達成状況

15,531

10月

90%

9月8月

2021年 95% 88%
1,140

93% 90%

98% 97%

7月6月5月4月3月2月

1,080

基準年度比 2021年
500 475

基準年度比 2021年

95% 90%

86,402 99,032 345,483

450
1,140

117%99%

1,116
341,929

95%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

97%
28,714 30,578

（基準年) （目標） （実績） （目標）

評
価

上段：
下段：

通期
3月末まで

基準値 2022年 2023年

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 71,311 70,598 69,885 69,172

基準年度比 2021年 99% 106% 98%

数値目標 ✕ 節電活動をスタートして慣れない面が数多くある。
従業員一同と話し合いながら効率の良い設備機器の稼働を検討
して行く。・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △

環境に配慮した収集運
搬

行動目標（次項による）

0.305 0.311

2,808

基準年度比

57,976 68,453

〇

95%－

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

環境経営目標及びその実績

143,974

28,426

141,065
0.308

2,870

142,519

0

10,000

20,000

30,000

電力（kWh） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

数値目標

10月
5,027

・エコドライブの徹底
・効率的なルートで配送
・エリア別営業活動の見直し
これらの達成手段の徹底を図っていく。

運行計画などまだまだ課題が多いが全従業員と話し合いながら
進めて行く。・エコドライブの徹底

0 0

9月

05,230 5,202

達成状況

・帳票見直しによる印刷物の削減 △

166

8月

3,771

238
0

✕
達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

12月

4月 5月 6月 7月 9月
4,530

4月

0
4,054 4,627

0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

分別を徹底し、書類については電子化を行っていきます。

リサイクルできるように分別の徹底を行います。
用紙は裏紙を使用するように気を付けます。
内部文書等は電子化を推進します。

8月

5月 6月 7月

4,496

10月

3,887 5,399
0

0

6月 7月 8月 9月 10月
402181 246

0
306 295

00

5月4月3月1月

数値目標

2月

・効率的なルートで配送

4,113
5,200 5,255 4,639

4,609 4,661

100 100 100 100 100100 100
90 90 90 90

267 212 251 234 155

4,556

〇
・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

100

319 205 246

11月 12月 1月 2月 3月

○

11月
139 190

○
・エリア別営業活動の見直し △

11月 12月 1月 2月 3月

90

・梱包材の再利用 ○

100 100100 100

･アイドリングストップの徹底

0

200

400

600

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

軽油（L) 2021年 2022年

0

50

100

150

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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受託廃棄物のリサイクル率の向上

取組紹介欄

水使用量削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮した収集運搬

取組紹介欄

廃棄物の再資源化システムを導入し、100％のリサイクルを目指し
ています。・排出先の分別徹底の依頼 ○

・リサイクル先の開拓

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

7月 8月
260 260 260

10月9月
260

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・選別の徹底 ○

253 248 143 210 286

地下水の使用であるが効率的な使用を行う。引き続き継続して推
進する。

4月 5月 6月
260

11月 12月
260

3月
260260 260 260

1月 2月
260 260

数値目標

達成状況

〇

・作業開始前の車両点検 ○ 節水を注意し車両の清掃を行っています。
達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・積み残しの削減 ○
・車両の清掃 ○

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項 ○

・トイレに擬音装置取り付け ×
・自動水栓取り付け △

数値目標 〇

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・節水弁取り付け ×

地下水の使用であるが、有用な資源として大切に使用して
いく。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・技術の継承 ○ エコアクション２１を従業員全員で行っていきましょう。
・企業PRによる顧客獲得 ○
・事業拡大のための資金調達、人材確保 ○
・働き方改革 ○

課題を解決しチャンスを活かす取組

0

100

200

300

400

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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＜美化活動＞

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

破砕機

浄化槽

□外部からの環境上の苦情・要請等

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（木くず、廃プラ等）廃棄物処理法

適用される法規制

業務用空調機

破砕機

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

木くず保管

道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限、アルコールチェック

各事業所の取組紹介

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

浄化槽法

騒音規制法
振動規制法

過去３年間、外部からの苦情・要請はありません。
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緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 〇〇
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

実質に近い良い訓練が出来た。消火器の使用方法が習得できた。

全従業員
2023年3月6日 工場内

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

緊急事態対応の試行・訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示

本格的に取組開始した2022年１１月以降では、水道水、一般廃棄物が目標達成となっている月が多く取組

の成果がでている。一方、電力使用量、自動車燃料は未達成月が多く、取組の浸透ができていないため、

今後、強化を図っていく。

カーボンニュートラルやSDGｓへの取組が社会的課題となっていることを踏まえ、エコアクション21を活用し

て、これらの課題解決に向けて、全社挙げて推進していく。
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